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1．  アブミ骨加振型補聴器により，50～120 dB SPL相当の加振力を得ることが出来
る．  
 
2．  鼓膜加振型補聴器を鼓膜に取り付けることにより，70～120 dB SPL相当の加振
力を得ることが出来る．  
 
3．  従来のスピーカーを用いた補聴器では高音域の音圧増幅が困難であるが，鼓
膜加振型補聴器は，高周波領域でも，低周波領域と同等の出力を得ることが
出来る．  
 
4．  振幅変調した信号を振動デバイスに入力することで，個人による鼓膜の周波
数特性に依らず，一定の振動特性を得られる可能性がある．  
 
5．  鼓膜加振型補聴器を人工鼓膜モデルに取り付けた際の，過渡的信号に対する
応答は，人工鼓膜の共振周波数成分が強く現れるものの，子音の明瞭度に大
きく関わる2000 Hz以上の周波数域では，スピーカーよりも歪の少ない応答が
得られる．  
 
 
